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1 単元名

世界平和の実現に向けて、発展途上国に対し私たちができることを考えよう

世界平和と人類発展の視野に立って、自分の生き方について考えよう

2 単元の目標

発展途上国の抱える問題を知り、支援の必要性を知る。（道徳）

国際協力機構の支援を知り、持続可能な社会の実現する支援について理解する（道徳）

持続可能な社会を実現するためには、どのような取り組みが重要か考える（道徳）

発展途上国に対し、今の自分が何をすべきかについて考える（特別活動）

国際的視野に立って、今後どのように生きていくかについて考える（特別活動）

３ 資質・能力育成に向けた授業づくりの視点（ＥＳＤの視点に基づいて）

（１）意味のある問いや課題で学びの文脈を造る・子供の多様な考えを引き出す

課題について多様な意見が出る複数の課題設定を行い、意見交流を行う前に必ず自分なりの

意見を持つ時間を設ける。課題についての知識は、生徒に考えさせる前に入念に習得させる。

（２）考えを深めるために対話のある活動を導入する

自らの考えを深めるため、複数の課題についてグループで意見を交流する場を複数設ける。

（３）考えるための教材を見極めて提供する

独立行政法人国際協力機構（以下ＪＩＣＡ）の国際理解教育実践資料集および自作教材より、

生徒の思考を広げ、深める課題を設定する。

（４）すべ・手立ては活動に埋め込むなど工夫する

生徒の課題について考える力を養うため、複数の課題について、①自分なりの考えを持つ、な

ぜそう思うのか理由もまとめる→②グループで自己の考えとその理由を交流し、考えを広げる→③

振り返り学習（作文）を行い、自己の考えの深化と変容を確認させる。

（５）子供が学び方を振り返り自覚する機会を提供する

意見交流を終え、考えを広げた後、文章を書かせ、課題について振り返らせる。また作文を通し

自己の変容を自覚させる。

４ 単元の指導について

（１）教材観

本単元においては、世界の格差や世界規模で考えたときの日本の立場、途上国の貧困の状況、

日本と諸外国との相互関係、日本の国際援の在り方等について理解し考えさせる必要がある。そこ

で、以下のような教材を活用したい。

世界の格差・日本の豊かさを理解させるもの・途上国の貧困の状況を理解させるもの

日本と諸外国との相互関係がわかるもの・国際支援の在り方について考えさせられるもの

（２）生徒観

生徒は貧困や経済格差等の世界の現状を踏まえた国際支援の重要性については、あまり理解で

きていない。本単元において、生徒には持続可能な社会を実現するための支援の在り方について考

えさせる必要がある。また、中学生にとっては、「自分が諸外国に何ができるか」という問いは難解で

あり、かつ実際にできることも少ない。ＪＩＣＡの活動（青年海外協力隊派遣、円借款によるインフラ整

備支援など）を多く理解させ、将来の自分にできることを具体的にイメージできるようにしたい。

（３）指導観

本単元においては、はじめに途上国の現状や、ＪＩＣＡの支援について理解する。これらについての

基礎的な知識を定着させた上で、以下の内容について考え、自分の意見をまとめたり、他人と意見

を交流したりし、自己の考えを深める機会を設ける。ＪＩＣＡは自国と途上国の相互利益を目的とした
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機関であることについても言及する。相互利益をもたらす支援を実現させることが、戦争やテロリズム

の抑制につながり、世界平和の可能性となることを強調したい。

また、ＪＩＣＡの活動を紹介し、日本が高い水準の教育や技術を提供する支援を行っていることにつ

いて、学びの意義についても意識させる。また、生徒は途上国の「学校に行けないために働くための

技術が身に付かない」ことを学ぶ。学ぶことで豊かな生き方ができるようになることを理解し、国際的

な視野から自分が今後どのように生きていくかについても考えさせる。つまり、国際理解・人類愛とい

った道徳的な視点だけでなく、人間の生き方についての自覚等の視点を含めた横断的な指導をして

いくことができるのである。

５ 評価基準

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 知識・理解

評価規準  途上国の現状について
より深く理解し、支援の
重要性を理解しようとし
ている。

 途上国に対し、自分にで
きることを考えている。

 国際的な視野に立って、
将来自分が何をすべき
で、将来に向けていま何
をすべきかについて考え
ている。

 途上国の貧困の状況に

ついて考え、自分なりの

意見を持ち、文章にまと

めている。

 日本をはじめとする先進

国の特徴をとらえ、途上

国に対する適切な支援

について考え、発表して

いる。

 途上国の現状について

理解している。

 先進国と途上国の格差

について理解している。

 ＪＩＣＡおよびＪＩＣＡの支

援内容について理解し

ている。

評価方法 ワークシート・話し合い活動の観察、発表内容・作文の作成、発表

６ 単元の構成

時限 小単元名 学習のねらい
授業内容 【予想される返答】

全：全体学習、グ：グループ学習、個：個別学習

1 発展途上
国の現状
を知ろう

途上国では、
日本では想像
ができないよう
な貧困が発生
しており、支援
が必要だという
ことを知る。

 後発発展途上国の現状を知る。（全）

「写真から見て取れる『この国に足りないもの』を挙げよう。」

【浄水場・家・道路・家族・親・仕事・お金・食料・幸せ・平和など】

 先進国を知っている限り挙げる。（全）

【アメリカ・イギリス・日本・フランス・ドイツ・イタリア・カナダなど】

 日本や欧米諸国がどれだけ恵まれているかを知る。（全）

※もし世界が１００人の村だったら

「日本を含む先進国が大部分の富と資源を有していること」、「先進国に

住む人の割合は思いのほか少ないこと」を理解させる。

 平等とは何かについて考える。（個→グ）

※ワークシート①「状況に応じ、ケーキをどのように切り分けることが平

等か考える。

【ケーキは同じ量に切り分ける・ケーキは各々の状況に応じ量を変えて

切り分ける】→答えはない。皆が納得する切り方ができていればそれが

平等である。しかし、世界規模では平等な分配ができない。なぜだろう。

 授業の感想を書く。（個）

2 ＪＩＣＡの
存在を知
ろう

貧困の連鎖を
しり、先進国の
支援の必要性
を知る。
ＪＩＣＡの支援
について知り、
日本が諸外国
にできることに
ついて考える。

 貧困の連鎖について考える。（グ）
※国際理解教育実践資料集
貧困の連鎖カードを並べる
学校に行けない→読み書きができない→働くための技術や能
力が身に付かない→収入の安定した仕事に就けない→収入
が少ない→充分な栄養が摂れない→病気になりやすい→仕事
ができない→子どもが親の手伝いをしなければならない→学校
に行く時間がない→自分の子どもも学校に行けない

 貧困の連鎖を断ち切る活動の存在（ＪＩＣＡの存在）と活動内
容を知る。（全）※ＪＩＣＡ配信動画“Starting Line”

 貧困の連鎖を断ち切る方法を考える。（個→グ）
※ワークシート②どの支援を優先するか
教師の派遣・浄水場の建設・食糧の供給・農地の開拓・働く
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技術の伝授・医薬品の支給・医師の派遣・学校の建設・お金
の支給
→答えはない国によって何が必要かを考える姿勢が大切

 諸外国の支援を行うには、先進国の力（教育力、医療・工業
技術力、経済力など）が必要だということを理解する。（全）

 授業の感想を書く。（個）

３ 持続可能
な社会を
実現する
支援を知
り、私たち
にできるこ
とを考えよ
う

持続可能な社
会を実現する
支援を考えら
れるようになる
とともに、その
活動の意義を
理解する。

 持続可能な社会を実現する支援について理解を深める。（全）
募金・食料や衣類の支給→急を要する一時的な支援
教育やインフラの整備→時間がかかる持続可能な支援

 持続可能な社会を実現する支援の必要性を知る。(全)
 我々が途上国のためにやらなければならないことについて考

える。（個→グ）
【テーマ】
あなたは貧困の連鎖を断ち切るために選ばれた、使命感に燃
えるＪＩＣＡの所長です。あなたはまず、どの分野の問題を解
決するようＪＩＣＡの職員や青年海外協力隊員に指示を出しま
すか？
【教師や医師の派遣・学校や病院の建設・浄水場や発電所
の設置など】

 ＪＩＣＡの活動を改めて紹介し、持続可能な支援が主であるこ
とを理解する。（全）
※タイの研修で視察をした活動の画像

４ 持続可能
な社会を
実現する
支援をま
とめよう

自分が将来で
きる持続可能
な社会を実現
する支援につ
いて考えをまと
める。

 「日本にできる持続可能な支援」・「国際的視野にたって、い
ま自分がやらなければならないこと」というテーマで作文する。
(個)

５ 持続可能
な社会を
実現する
支援につ
いて考え
を広げよう

自分がいまや
らねばならない
こと、自分が将
来できることに
ついて、他者
の意見を聞く。

 作文の発表を各グループで行う。(グ)
 よく書けている文章を聞く。（全）

（教師が選定した文章を、本人が朗読する）

7 授業事例の紹介

小単元名【我々が途上国のためにやらなければならないこと】

（１） 指導案

（ア）実施日時 １２月１２日（月）第２時 ９：４５～１０：３５ （イ）実施会場 二年一組教室

（ウ）本時の目標

・途上国のために、日本に何ができるかを考える。

・国際的視野に立って、将来に向けて今自分がすべきことについて考える。

（エ）指導のポイント

① 途上国が貧困に苦しんでいる現状を背景に、自分たちに何ができるかを考えさせるとともに、

他者の意見を知り、思考を広げる。

② 貧困の連鎖を打ち壊すために、優れた教育や医療、技術、経済力等が必要という知識に基

づき先進国である日本だからこそできることについて考えさせる。

③ 日本人が社会基盤や教育の整備、技術力によって豊かな暮らしができていることを強調し、

学びの意義について考える。

（オ）本時の展開

過 程 ・

時 間
指導内容 学習活動 指導

形態 指 導 上 の 留 意 点
評価
(評価規準・ 評
価方法）

導入呍

五
分

第二時の学習
活動を確認さ
せる。

 貧困の連鎖について、復習
する。

 ＪＩＣＡ（青年海外協力隊）の
活動について復習する。

一斉  貧困の連鎖は自力で抜
け出すことが困難であり
先進国の支援が必要で
あることを理解させる。

 支援には経済力・教育
力・技術力が必要だと
いうことを理解させる。



JICA 教師海外研修 授業実践報告書フォーマット

展開呍三十五分
緊急の支援、
持続可能な支
援の特徴と、
その必要性に
ついて理解さ
せる。

日本人ができ
る、発展途上
国の支援につ
いて考えさせ
る。

発展途上国の
支援について
考えを広げさ
せる。

 緊急の支援と持続可能な支
援の主な内容を整理し、それ
ぞれの必要性を知る。

 「あなたは貧困の連鎖を断ち
切るために選ばれた、使命
感に燃えるＪＩＣＡの所長です
。あなたはまず、どの分野の
問題を解決するよう青年海
外協力隊員に指示を出しま
すか？」というテーマで案を
考案する。

 グループ内で他者と意見を
交流する。

 全体に紹介したい意見を選
ぶ。

 全体に意見を発表する。

募 金

衣 類の寄付

物 資の支給

食 糧の支給

即 効性 あり

持 続しない

医 師の派遣

病 院の設立

教 師の派遣

学 校の設立

発 電所 の建 設

貿 易港 の建 設

農 地の開拓

ごみ処理 施 設

の建 設

即 効性なし

持 続可 能

↓

持 続 可 能な社

会へ

一斉

一斉

グル
ープ

一斉

 ＪＩＣＡの目的は発展途
上国が独り立ちできるよ
うにすることであり、持
続可能な支援を行って
いることを理解させる。

 これまでの学習内容に
基づいて考えさせる。

① 貧困の連鎖を断ち切
る支援であること

② 持続可能な支援であ
ること

③ 日本の特徴（経済力・
教育力・技術力など）
を生かした支援である
こと

貧困の連
鎖を断ち
切るべく
持続可能
な支援に
ついて自
分なりの
意見を考
え、適切
に文章に
まとめる
ことがで
きる。
（グルー
プ学習用
ワークシ
ート）

終末呍十分
ＪＩＣＡタイが行
っていた主な
支援を紹介す
る。

本時の学習を
振り返る。

 以下の支援とその効果につ
いて理解する。

 クロントーイスラムにおける図

書 館建 設・ 書 籍の配 架

 レムチャバン港の建 設

 サセティアンろう学 校への教 師

の派 遣

 ＡＰＣＤ における山 崎 製パンの

製 造工 場 建 設

 サイエンスハイスクールチョン

ブリ校の設 立

 バンケン浄水 場の設 立

一斉  各支援が、タイにどのよ
うな恩恵をもたらしてい
るかを理解させる。

 途上国に対する支援の
視点だけでなく、途上国
と日本相互発展の視点
こそ大切であることを理
解させる。

（２）授業の振り返り

これまでの段階的な指導により、本時において具体的な支援内容とその理由について適切に述べ

ることができた。当初、「持続可能な社会を実現する支援」の必要性の指導をしたものの、その意味

を正確に理解できている生徒は限られていた。そのため各自で意見を出させている時は、「募金や衣

類の寄付」などといった持続可能でない支援を挙げる生徒も少なからずいた。しかしグループで意見

交流を行うにつれ、次第に一人一人の考え方が深まり「浄水場の建設」、「教師の派遣」、「農地の

開拓」、「働くための技術の伝授」などの意見にまとまっていった。

貧困や経済格差、内戦の勃発やテロリズムなどについて、中学生に充分な知識があるわけではな

い。それゆえ持続可能な支援を具体的に想像させるためには、世界の現状を分かりやすく視覚的に

捉えさせる必要があった。緊急の支援と持続可能な支援、双方が国の状況によって必要になってくる

ことや、その国その国に、今求められている支援が何かを考えること重要であることを理解させるた

めには、教師が途上国の現状、貧困の連鎖の問題、ＪＩＣＡの存在とその支援の在り方など、多くの

情報を提示し、知識を与えること、そして何よりも生徒同士に意見を交換させる時間が必要不可欠で

あった。生徒は他人から意見を聞くことにより、思考を広げることができるようになった。

また、生徒はＪＩＣＡの職員および青年海外協力隊員が、日本の経済力や自らの知識や技能を生

かした支援を行っていることを知る。これは、学びの意義を再確認させるよい好機ともなった。「国が

発展し、豊かな生活を送るために、そして身近な人たちから海外諸国の力になるために、今自分たち

は学び続けなければならない。」などといった意見を持つ生徒も多くみられた。
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（３）使用教材

 埼玉県立総合教育センター監修・ＪＩＣＡ教材作成実行委員会編『国際理解教育実践資料集「教

育が受けられないことで起こる“負の連鎖”を考える』

「学校に行けない」のカードを一番目に置き、そこからどのようにつながっていくか考えてみよう。

→貧困の連鎖についての指導に使用

 自作教材『ワークシート①平等っていったいどういうこと？』

Ａ君とＢ君は、学校が終わった後クラスメイトのＣさんの家に遊びに行きました。Ｃさんのお母さん

はケーキ作りが趣味で、「ホールケーキを作ったからみんなで平等に食べなさい」と言いました。ケー

キをどのように分けることが平等かグループで話し合い下の円に線を入れてみよう。また、Ａ君、Ｂ君、

Ｃさんの情報を参考にしてもよい。 →平等について考えさせる指導に使用

 自作教材『ワークシート②ダイアモンドランキング』

あなたはＪＩＣＡの職員になりました。ＪＩＣＡの職員として世界の様々な問題を解決するために、ど

の問題を優先して解決することが望ましいか、ランキングを作りなさい。その際、理由も明確にしなさ

い。その後、各自がなぜこのようなランキングにしたか討論しなさい。

Ａ 教師の派遣  Ｂ 浄水場の建設  Ｃ 食料の供給  Ｄ 農地の開拓  Ｅ 働く技術の伝授

Ｆ 医薬品の支給  Ｇ 医師の派遣  Ｈ 学校の建設  Ｉ お金の支給

→持続可能な社会を実現する支援の必要性の指導に使用

 自作教材『ワークシート③急務！～貧困の連鎖を断ち切ろう～』

あなたは貧困の連鎖を断ち切るために選ばれた、使命感に燃えるＪＩＣＡの所長です。あなたはま

ず、どの分野の問題を解決するようＪＩＣＡ職員、青年海外協力隊員に指示を出しますか？これまで

の学習を通して、日本にできそうなことを考えてみよう。

→持続可能な社会を実現する支援についての考えを広げ、深めさせる指導に使用

 その他、感想文・意見文等を記入する自作の作文用紙

（４）参考資料等

 池田香代子著『世界がもし１００人の村だったら』（マガジンハウス）

 ＪＩＣＡ配信『Starting Line～協力隊の活動から得たもの（https://youtu.be/e_8PSXSPeQ4）

 自作資料『貧困の写真「泥水を飲む女性」「内戦に泣く子供」「ゴミの沼を泳ぐ子ども」「ハゲタカに

狙われる瀕死の子ども」』

 自作資料『ＪＩＣＡの支援内容が判る写真「クロントーイスラムの図書館」「レムチャバン港」「美術

教師の指導」「山崎製パンの支援」「サイエンスハイスクールチョンブリ校」「バンケン浄水場」※研

修中に撮影』

８ 単元をとおした児童生徒の反応/変化

本単元を通し生徒は課題について知識を深め、自らの考えを深められるようになった。以下に単元

最後の作文を紹介する。

（１） 私たちが途上国にできること

私たちが途上国のためにできることは、浄水場やごみ処理場を建て、建設中には募金や衣食住の

提供をすることである。

日本は狭く小さな国でありながら比較的ごみが溜まらず衛生環境がよいのはごみ処理場や浄水

場があるからである。そしてそれらの施設は募金や衣食住の提供のように短期間でしか途上国に対

して効果を発揮できないというデメリットを克服する性質を持つので、一回建ててしまえばそこの地域

の環境問題は長期間なくなるだろうと思う。

しかし、その施設を建てるにはかなりの時間を要するというデメリットがある。それを克服するのが

前半で述べた募金や衣食住の提供である。これらは調達してしまえば、短時間で現地に運べて、す

ぐに効果をもたらすという性質を持つので、すぐに効果を発揮できない施設の建設等と良い具合に組

み合わせられるということなのだ。このような多面的な支援は途上国を効率的に発展させていくと思う。

そしてこのような支援を実現するのは経済力や技術力を持った日本なのではないだろうか。

（２） 国際的視野に立って、自分が今やらねばならないこと

私は今回の授業を受けて、毎日の授業を大切にしていこうと思いました。現在、途上国では教育

に恵まれていないことが多いので、その子達の分もまじめに学習して、将来私が大人になった時に、

日本の学校で学んだ知識を途上国の人達に教えてあげたいと思います。私の将来の夢は小学校の

先生になることです。世界の問題を分かりやすく教えられたらと思います。
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やっぱりそのためには今の勉強を意欲的に取り組んでいかなくてはなりません。日々の勉強を大

切にしていって、途上国と自分の将来につなげていきたいです。また、募金などの自分にできることが

あれば、途上国の発展に少しでもつなげていけるよう、協力したいと思います。

９ 授業実践全体の成果と課題及び課題の改善策

（１）成果

本単元の指導を終え、以下の成果を得ることができた。

【知識として身に付いたこと】

国家間の経済格差・発展途上国の貧困の現状・ＪＩＣＡと、その活動について

【考えを深められたこと】

 貧困の連鎖を断ち切るためには知識や技術、経済力が必要であること

 日本が働きかけなければならないこと

 持続可能な社会を実現するための支援について

 世界を支えるためには学びが必要不可欠であること

 国際的視野に立って、自己の生活を振り返り、今後の生き方について考えること

海外のこと、世界の国々に興味を示す生徒は多いものの、これらについて知る機会は少ない。特

に今回印象的だったのが、先進国のように裕福な生活を送っている人が世界の大部分を占めると思

い込んでいた生徒が六、七割と、非常に多かった。途上国の支援についても、はじめは募金程度の

案しか出てこなかった。しかし世界の現状の数値的な理解、視覚的な理解を踏まえ、生徒は自分た

ちがいかに豊かな生活を送っているか気が付いたようである。また、中学二年生は公民の授業を受

けていないため、ＪＩＣＡの存在（ＯＤＡの存在）もほとんど理解していなかった。

このような状況であるため、生徒に日本の支援の必要性を実感させるには、はじめに世界の現状

やＪＩＣＡについての指導を徹底させることが重要である。「世界の中の日本」を正しく理解することで、

途上国支援の必要性を感じ、支援の内容と学びの意義を真剣に考えることができるようになったの

だと思う。

（２）課題および課題の改善策

① 他国の尊厳を守り、尊重する態度の育成

世界平和や人類愛などの道徳的観点を養うことはできたと思われるが、他国の尊厳について考え

たり、尊重したりする態度の育成までには至らなかった。今後は諸外国の特色や異文化の素晴らし

さを理解させたり、自他国が協力して何かを行うことの意義について考えさせたりすることのできる指

導を行いたい。

② 後発発展途上国、発展途上国、中進国の状況のずれの理解

経済格差や貧困の状況を伝える際にはアフリカの後発発展途上国の現状を視覚的に捉えさせ

た一方で、ＪＩＣＡの具体的な支援については中進国のタイ（今回の研修先であったため）で行われ

ている内容を紹介した。それゆえ、生徒は中進国と後発発展途上国の差についてのみ考えることと

なった。授業において生徒が意見として挙げていた支援についてはいずれの国にも共通するもので

あったものの、後発発展途上国、発展途上国、中進国の状況のずれの理解には至っていない。

③ 社会科との横断的な指導の必要性について

②に付随して考えるべきことだが、道徳や特別活動の授業として経済格差や発展途上国の現状

について理解させるのは、時間的に限界がある。つまり社会科の地理の授業において世界の国々

の地誌や現状、公民の授業においてＯＤＡの存在やその立ち位置、持続可能な社会の実現の必

要性について指導をした上で、本単元の指導を行った方が効率的であるし、何より正しく世界の状

況を把握できるようになる。国際理解教育の指導は社会科の基礎知識が必要である。道徳、特別

活動等の枠にとらわれない、横断的な指導を心掛けていくことが重要であると感じた。

10 教師海外研修に参加して

ＪＩＣＡの支援には浄水場や商業港の建設、日系企業による支援の援助などの大規模なものから、

個対個の心の繋がりを得られる青年海外協力隊のボランティアもある。双方ともに国と国との繋がり

を強くするのに必要不可欠な要素であるのだ。今回の研修を終え、まず我々教員が途上国の苦しん

でいる人々を救いたいという心の温かさと二国間相互の経済発展に寄与する活動を追及したいとい

う二つ視野を持って、国際理解教育に従事することの必要性を強く感じた。


